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冬といえば「雪」。子どものこ
ろは雪が降るのを楽しみに
していましたが、最近は雪が
降ると雪かきの心配をする

ようになり、季節感よりも現実感が先に頭
をよぎるようになりました。雪かきも、最初
は「いい運動になるわ」と思えるのですが、
降り続くと「またせなあかんわ」に気持ち
が変わり、晴れた日が続いて雪がなくなる
と「なんや放っといたらよかった」と、何と
もいえない無気力感が残ってしまうのが難
点。今年は積雪量が少なく、1月末になって
も雪かきをせずに過ごしていますが、うれ
しい反面、何か物足りなさが。多くは要ら
ないけれど、少しは雪が積もって欲しいと
思うのは編集子だけでしょうか。（Ｋ）

編集
後記

第4回

■作り方
①干しシイタケと干しえびはそれぞれぬるま湯につけて
戻す。
②大根とニンジンは皮をむいてから一口大の乱切り、土
ショウガは千切り、干しシイタケは一口大の削ぎ切り
にする。また、サトイモは皮をむいて一口大に切って
から軽くゆでる。
③ブロッコリーは小房に分け、さっとゆでてから常温で
冷ます。
④大根、ニンジン、土ショウガを軽く炒め、中華スープの
素、水、①の食材と戻し汁（200cc）を入れて煮立たせ
た後、弱火で5～6分煮る。
⑤みりんとしょうゆで味付けをした後、サトイモを加えて
やわらかくなるまで煮る。
⑥ブロッコリーを入れて少し煮た後、器に盛り付ける。

　

今
回
は
根
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
で

す
。サ
ト
イ
モ
、大
根
、ニ
ン
ジ
ン
は
、胃
腸
の

調
子
を
整
え
、便
秘
解
消
に
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、干
し
シ
イ
タ
ケ
や
干
し
え
び
、干
し

貝
柱
、ベ
ー
コ
ン
、か
つ
お
ぶ
し
、昆
布
な
ど

の
旨
味
素
材
を
う
ま
く
利
用
す
る
と
、食
材

か
ら
の
旨
味
成
分
で
料
理
に
コ
ク
が
で
る
た

め
、薄
味
で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
や
十
分
な
休
息
な
ど
、食
事

以
外
の
生
活
習
慣
も
整
え
て
、元
気
に
冬
を

の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

〈
次
回
は
五
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
〉

今回の
料    理「
サ
ト
イ
モ
と
大
根
の

  

中
華
風
煮
物
」

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

食生活改善推進員協議会

庶務　山内 よう子さん
（粟野）

■栄養価（1人分）

エネルギー

94kcal

たんぱく質

3.2g

脂質

10mg

カルシウム

173mg

食物繊維

4.0g

塩分

0.8g

1日に必要な野菜の量
は300～350g。このメ
ニューでは140gの野
菜が取れます。

【材料（2人分）】
◆サトイモ………… 120g
◆大根……………… 100g
◆ニンジン…………… 30g
◆干しシイタケ… 2枚（4g）

◆ブロッコリー………… 30g
　（さやいんげんでもよい）

◆干しえび… 大さじ1/2（4g）
◆土ショウガ…………… 少々

＜調味料＞
◇油………… 小さじ1
◇みりん…… 小さじ2
◇しょうゆ
 …小さじ1と1/3（8g）

◇中華スープの素
 …小さじ1/6（0.6g） 
◇水………… 200cc
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新
た
な
門
出
を
祝
し
て



1月10日、山村開発センターみずほで行われた「成人
式」。新成人たちは、恩師や多くのみなさんからの祝福
を受けながら、人生の新たな一歩を踏み出しました。
（関連記事を14ページに掲載）

今月の表紙

健やかな毎日を過ごすために
～健康診査で疾病の早期発見と早期治療を～

Dr’s Message いきいき健康術

共に支えあえる社会づくりを目指して
「体験作文コンクール」

日本赤十字社京都府支部長が感謝状を贈呈
―献血ボランティアの熊谷じゅん子さんが受賞

人権擁護を目指した活動を
―人権擁護委員委嘱状伝達式

地域ぐるみで文化財を守るために
―能満神社で放水訓練

男女共同参画社会への認識を深めるために
―きらりフォーラム２０１０

地元食材を使った特別献立
―学校給食週間

息もつかせぬラリーの応酬
―京丹波町卓球大会

読んだ物語を絵で表現
―お話を絵にするコンクール

決意新たに成人としての一歩踏み出す
―京丹波町成人式

防火防災への誓い新たに
―京丹波町消防団出初式

　　　 地元で採れる旬の食材を
　　　 使った料理レシピ

2

No.52
2

7

8

12

16

広
報

シリーズ

CONTENTS

　

京
丹
波
町
で
は
、町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
に
特
定
健
康
診
査
・
基
本
健
康
診
査

（
健
康
診
査
）や
各
種
が
ん
検
診
な
ど
を
毎
年
実

施
し
、疾
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
努
め
て

い
ま
す
。今
回
、平
成
二
十
一
年
度
に
実
施
し
た
健

康
診
査
な
ど
の
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
全
体
の
健
康
状
況
を
知
る
こ
と
で
、日
ご
ろ

の
健
康
づ
く
り
や
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、健
康
診
査
な
ど
の
定
期
的
な
受
診
、

健
康
相
談
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

フラッシュ　

　

疾
病
の
内
訳
で
は
、「
糖
尿
病
」「
高
血
圧
症
」

「
高
脂
血
症
」が
多
く
、特
に「
糖
尿
病
」の
指
標

で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ（
二
―
三
か
月
前

の
血
糖
の
平
均
値
）が
五
・
二
以
上（「
要
指
導
」

以
上
）と
判
定
さ
れ
た
人
は
、受
診
者
数
の
約
七

割
に
も
及
び
ま
す
。食
生
活
の
改
善
と
と
も
に
、

適
切
な
運
動
習
慣
の
見
直
し
が
必
要
な
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。（「
表
３
」参
照
）

　

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
知
り
、疾
病
予
防

に
努
め
る
た
め
に
も
、年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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健
康
診
査
の

  

受
診
状
況

　

受
診
率
の
向
上
に
向
け
て
、日
曜
健
診
の

実
施
や
健
康
川
柳
の
募
集
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、健
康
診
査
の
受
診
者
数
は

二
千
八
百
九
十
人
で
昨
年
度
と
比
べ
て
八
十
五

人
減
少
し
ま
し
た
。（「
表
１
」参
照
）

　

診
査
内
容
と
し
て
は
、平
成
二
十
年
度
か
ら

生
活
習
慣
の
改
善
を
目
指
し
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
に
重
点
を
置
い
た
検
査
項
目
が
追
加
さ

れ
、今
年
度
か
ら
は
検
査
項
目
の
基
準
値
が
よ
り

予
防
を
重
視
し
た
数
値
と
な
り
、判
定
基
準
が

厳
し
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、昨
年
度
と
比

べ
て
、「
異
常
な
し
」「
要
指
導
」と
判
定
さ
れ
た
方

は
大
幅
に
減
少
し
、「
要
精
密
検
査（
要
精
検
）」

判
定
の
方
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

年
代
別
に
見
る
と
、「
要
精
検
」と
判
定
さ
れ
た

方
は
、二
十
―
三
十
九
歳
が
二
一・
六
％
、四
十

―
七
十
四
歳
が
四
三
・
八
％
、七
十
五
歳
以
上
が

五
〇
・一
％
で
、年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、若
い
年
代
か
ら
疾
病
予
防

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（「
表
２
」参
照
）

健やかな毎日を過ごすために
～健康診査で疾病の早期発見と早期治療を～

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の

受
診
状
況
を
踏
ま
え
て

　

健
康
診
査
な
ど
の
結
果
を
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

に
、受
診
状
況
や
疾
病
状
況
な
ど
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。21年度 20年度

1,543 1,594

1,347 1,381

20～39歳 310 314

75歳以上 1,037 1,067

2,890 2,975

※平成21年12月25日現在の数値

健康診査の受診者数（表1）

計

基本健康診査

特定健康診査
（40～74歳）

受診者数

（単位：人）

健康診査の年代別判定結果（表2）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75歳以上

40～74歳

20～39歳

異常なし 要指導 要精検 治療中

1

17.8 50.1 31.1

2.9

30.4 43.8 22.9

17.4 59.7 21.6

1.3

糖尿病(ヘモグロビンA1c)の判定割合（表3）

異常なし（5.1以下） 要指導（5.2～5.9以下）
要精検・治療中（6.0以上）

9％

61％

30％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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が
ん
検
診
の

  
受
診
状
況

　

が
ん
は
、昭
和
五
十
六
年
か
ら
死
亡
原
因

の
一
位
を
独
走
し
て
お
り
、生
活
様
式
や
環

境
の
変
化
に
伴
い
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。特

に
、若
い
年
代
で
の
発
症
が
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、が
ん
検
診
の
受
診
率
が
伸

び
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、中
で
も
女
性

特
有
の
が
ん
検
診（
乳
が
ん
、子
宮
が
ん
）は

全
国
的
に
受
診
率
が
低
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、国
の
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
が
今
年
度
か
ら
始
ま

り
、子
宮
が
ん
検
診
は
二
十
歳
・
二
十
五
歳
・

三
十
歳
・
三
十
五
歳
・
四
十
歳
の
節
目
、乳
が

ん
検
診
は
四
十
歳
・
四
十
五
歳
・
五
十
歳
・

五
十
五
歳
・
六
十
歳
の
節
目
で
、で
き
る
だ
け

多
く
の
方
が
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

検
診
手
帳
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券（
本
町
で
は

町
の
施
策
と
し
て
す
べ
て
の
検
診
が
無
料
）を

発
行
し
て
い
ま
す
。乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
は
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば
完
治
す
る
確
率
が
高
く

な
る
の
で
、毎
年
欠
か
さ
ず
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、全
体
的
な
検
査
結
果
を
見
る
と
、昨

年
度
と
比
較
し
て
す
べ
て
の
検
診
で
受
診
者

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、要
精
密
検

査
と
判
定
さ
れ
た
方
が
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
さ
れ
た
割
合
が
六
六
・一
％
と
低
く
、中
で

も
、大
腸
が
ん
検
診（
五
八
％
）と
子
宮
が
ん

検
診（
五
〇
％
）が
低
い
状
況
で
す
。が
ん
検

診
の
目
的
は
、が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

で
す
の
で
、要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
方

は
早
め
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。（「
表
４
」参
照
）

 

  

成
人
歯
科
検
診
の

  

受
診
状
況

　

成
人
歯
科
検
診
は
二
百
三
十
六
人
が
受
診

し
、昨
年
度
と
比
べ
る
と
三
十
人
増
加
し
ま
し
た

が
、受
診
率
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、虫
歯
な
ど「
要
精
検
」と
判
定
さ
れ
る

割
合
が
八
四
・
七
％
と
極
め
て
高
い
の
も
特
徴
的

で
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
効
果
が
得
や
す
い

検
診
で
す
。

　

健
康
な
歯
を
維
持
す
る
こ
と
は
、健
康
づ
く
り

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。何
歳
に
な
っ
て
も
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
歯
を
維
持
す
る
た
め
に
、年
に
一

度
は
検
診
を
受
診
し
、虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防

を
は
じ
め
、全
国
目
標
で
あ
る
八
十
歳
で
二
十
本

の
歯
を
残
す「
８
０
２
０
運
動
」の
実
現
を
目
指

し
て
、若
い
時
か
ら
口
の
中
の
健
康
を
意
識
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　  

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

  

に
つ
い
て

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、Ｂ
型
肝
炎
お
よ
び

Ｃ
型
肝
炎
の
感
染
を
発
見
す
る
た
め
の
検
査
で
、

四
十
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
に
検
査
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
平
成
十
四
年
度
か
ら
五
年
の
期
限
で
取

り
組
み
を
開
始
し
、現
在
は
期
間
を
延
長
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、実
施
期
間
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
、生
涯
に
一
度
受
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
よ
い
検
査
で
す
の
で
、で
き
る
だ
け

早
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

1,387 257
(1,381) (262)

2,586 169
(2,578) (184)

3,031 63
(3,006) (48)

1,534 16
(1,504) (6)

1,358
(1,342) 16

176 (6)

(162)

1,723 67
(1,669) (74)

1,142 29
(1,045) (41)

581 38
(624) (33)

874 60
(855) (54)

236 200
(206) (177)

103 2
(84) (0)

89.5%

1 50.0%

38 63.3%

― ―成人歯科検診

肝炎ウィルス検査

173 67.3%

98 58.0%

48 76.2%

8 50.0%

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

子宮がん検診

検 診 車

医療機関

乳がん検診

視　触　診

8 50.0%

53

受診者数 要精検者数

79.1%

19 65.5%

34

（単位：人、％）

要 精 検
受診者数

※平成21年12月25日現在の数値で、（　　）は平成20年度の結果です。

マンモグラフィー

前立腺がん検診

そ
の
他

要精検
受診率

がん検診などの受診状況（表4）

が

ん

検

診

5 京丹波 ■ No.52

健やかな毎日を過ごすために
～健康診査で疾病の早期発見と早期治療を～

巡回健康相談で認知症予防についての話を聞く参加者（塩田谷公民館・塩田谷）

  

検（
健
）診
結
果

  

報
告
会
の
実
施

　

受
診
さ
れ
た
方
と
直
接
出
会
い
、そ
し
て
検

（
健
）診
結
果
に
基
づ
い
た
適
切
な
指
導
を

行
う
た
め
に
、保
健
師
が
集
落
を
巡
回
し
て

結
果
を
お
知
ら
せ
す
る「
検（
健
）診
結
果
報

告
会
」を
、今
年
度
も
保
健
活
動
の
重
点
施
策

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、各
地
区
の
公
民
館
な
ど
九
十
四

会
場
で
実
施
し
、二
千
七
百
三
十
二
人
の
方

に
参
加
い
た
だ
く
中
で
、一
人
一
人
と
お
話
し

を
し
な
が
ら
検（
健
）診
結
果
を
お
返
し
し
ま

し
た
。（「
表
５
」参
照
）

　

来
年
度
も
、検（
健
）診
結
果
を
少
し
で
も

分
か
り
や
す
く
お
返
し
す
る
た
め
に
同
報
告

会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、健
康
相
談
や
健

康
教
育
、健
康
講
座
な
ど
を
計
画
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

現
状
分
析
に
よ
る

  

本
町
の
死
亡
原
因

　

本
町
の
死
亡
原
因
と
し
て
は
、「
が
ん
」が
も
っ

と
も
多
く
、次
い
で「
呼
吸
器
疾
患
」と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、が
ん
は
年
齢
層
の
若
い
人
の
割
合
が
高

い
傾
向
に
あ
り
、高
齢
者
層
で
は
心
臓
疾
患
や
肺

炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
が
多
い
状
況
で
す
。

　

死
亡
原
因
と
な
っ
た
が
ん
の
中
に
は
、検
診
や

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、全
国
平
均
と
比
べ
て
受
診
率
が
高
い

「
胃
が
ん
」「
大
腸
が
ん
」の
死
亡
割
合
を
、平
成

十
五
年
―
十
九
年
ま
で
の
標
準
化
死
亡
比
統
計

で
比
較
す
る
と
、国
が
一
〇
〇
な
の
に
対
し
て
本

町
は
七
十
五
前
後
で
あ
り
、全
国
平
均
か
ら
見

て
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、早
期
発
見

を
目
指
し
た
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
や
、受
診

結
果
に
基
づ
い
た
早
期
治
療
が
健
康
管
理
に
お

い
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

受
診
状
況
な
ど
か
ら
見
る
現
状
分
析

　

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
は
、受
診
後
の
事
後
フ
ォ
ロ
ー
が
重
要
で
す
。本
町
が

取
り
組
ん
で
い
る「
検（
健
）診
結
果
報
告
会
」や
、結
果
を
踏
ま
え
た
現
状
分
析
な

ど
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（単位：人）

参加人数

検診結果報告会 2,732

保健センター
来所

360

訪問および
家族への手渡し 855

その他 252

計 4,199

検診結果返しの状況（表5）

※「検診結果報告会」には、夜間（4回）も含む。

＊
標
準
化
死
亡
比
統
計

全
国
の
市
町
村
を
同
じ
条
件
で
比
較
す
る
た
め
に
、人

口
・
年
齢
構
成
を
考
慮
し
て
算
出
し
た
予
測
死
亡
数
と
、

実
際
の
死
亡
数
と
を
比
較
し
た
数
値
。国
を
一
〇
〇
と

し
、上
回
れ
ば
死
亡
率
が
高
い
、下
回
れ
ば
死
亡
率
が
低

い
と
判
断
さ
れ
る
。

用語説明



※性別欄に「－」が記されている健（検）診は、男女共に受診可能です。

健（検）診名 対象年齢 性別 実施（検査）内容

特定健診
40～74歳の国民
健康保険加入者

―

20～39歳
基本健診

75歳以上
―

結核・肺がん検診 40歳以上 ―

大腸がん検診 40歳以上 ― 採便による便潜血反応検査（2日間）

胃がん検診 40歳以上 ― 検診車でのバリウム検査

子宮がん検診

（ 医療機関 ）
20歳以上 女性

乳がん検診 30歳以上 医師による視触診

マンモグラフィー 40歳以上
女性

検診車での乳房レントゲン撮影（2年に1回の検診）

前立腺がん検診 55歳以上 男性 血液検査

成人歯科検診 20歳以上 ― 指定歯科医院での個別検診

肝炎ウイルス検査
40歳以上で受け
たことがない人

― 血液検査（特定健診・基本健診と同時に採血）

介護予防生活機能評価 65歳以上
（要支援・要介護
認定者を除く）

―

日曜健診
40～74歳の国民
健康保険加入者 ―

（いずれかの健（検）診
  申込者は同時実施）

平成22年度に実施する健（検）診内容 

腹囲測定を除いて、内容は特定健診に準ずる。

検診車での胸部レントゲン撮影（該当者は喀痰検査）

検診車での子宮頚部細胞組織検査

指定医療機関での個別検診
（子宮頚部および体部細胞組織検査）

問診、身長･体重･腹囲測定、血圧測定、血液検査、尿検査、医師
の診察  ＊必要な方は心電図、眼底検査 

要介護状態を予防するための生活機能の問診。
なお、必要と認めた方には、血液検査、血圧測定、問診、身長・体
重測定、心電図、医師の診察を実施。

仕事などで平日の受診が困難な方を対象に、特定健診に準じ
て集団健（検）診で実施。
＊上記健（検）診項目のうち、子宮がん検診以外が受診可能。 

かく た ん
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健やかな毎日を過ごすために
～健康診査で疾病の早期発見と早期治療を～

平成22年度の申込受付を行います
　本町では、2月から3月にかけて、平成22年度の健康診査や各種がん検診などの申込受付を行います。
　実施する内容は下記のとおりですので、対象となる検診はできるだけ申し込みいただき、疾病の早期
発見や自分自身の健康管理に役立ててください。
　なお、本町では、健康診査や検診を無料で受診することができるとともに、仕事などで平日に受診がで
きない方のために｢日曜健診｣を実施します。
　みなさん、ぜひ受診してください。

【問い合わせ先】保健福祉課　☎86-1800
看護師長　米

よねやま

山 栄
えいいち

一さん（和知診療所）　
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いきいき健康術 第30回

『
花
粉
症
に
つ
い
て
』

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門

職
員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
の
看
護
師
長 

米
山
栄
一
さ

ん
。多
く
の
人
が
悩
ん
で
い
る
花
粉
症
に
つ
い
て
の
お
話
で

す
。

　

日
本
人
の
四
人
に
一
人
が
発
症
し
て
い
る「
花
粉
症
」。今
年

は
、近
年
と
比
較
し
て
花
粉
の
飛
散
量
が
少
な
い
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
が
、油
断
を
せ
ず
事
前
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

花
粉
症
と
は

　

花
粉
症
と
は
、植
物
の
花
粉
が
目
や
鼻
な
ど
の
粘
膜
に
接
触

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
で
、く

し
ゃ
み
、鼻
水
、鼻
づ
ま
り
、目
の
か
ゆ
み
な
ど
の
特
徴
的
な
症

状
が
花
粉
の
飛
散
期
に
一
致
し
て
起
こ
る
た
め
、季
節
性
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

花
粉
症
を
引
き
起
こ
す
植
物
は
約
六
十
種
類
以
上
あ
り
、代

表
的
な
も
の
と
し
て
、ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、イ
ネ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
の
診
断
は
、医
療
機
関
に
お
い
て
血
清
抗
体
検
査
な

ど
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、疑
わ
し
い
症
状
が
あ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

花
粉
症
の
治
療
と
予
防

　

花
粉
症
の
代
表
的
な
治
療
法
と
し
て
は
、薬
物
療
法
が
一
般

的
で
す
が
、専
門
医
で
は
免
疫
療
法
や
レ
ー
ザ
ー
手
術
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
常
生
活
で
の
予
防
対
策
と
し
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
花
粉
情
報
に
十
分
注
意
す
る
。

②
飛
散
量
の
多
い
時
は
外
出
を
控
え
る
。ま
た
、外
出
す

る
時
は
、マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
着
用
し
、花
粉
の
侵
入

を
防
ぐ
。

③
室
内
に
は
、で
き
る
だ
け
花
粉
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、掃
除
を
こ
ま
め
に
し
て
清
潔

に
保
つ
。

　

花
粉
症
は
毎
年
必
ず
発
症
し
ま
す
の
で
、事
前
予
防
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
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　障害者週間（12月3日―9日）および障害者福祉の啓発を目指して、京都府
が実施した体験作文コンクール。「出会い、ふれあい、心の輪―障害のある人と
ない人との心のふれあい体験を広げよう―」をテーマに、小学生、中学生、高
校生・一般の3部門で審査が行われ、町内在住の堀さんと大東さんが高校生・
一般の部で優秀賞を受賞されました。
　多くのみなさんにノーマライゼーションへの理解を深めていただくために、
受賞作品（原文どおり）と受賞者の感想をお伝えします。

　

助
け
あ
う
心
を

　

大
切
に

　

 

堀ほ
り　

祐ゆ
う
す
け輔（

下
山
）　

　

私
は
、生
ま
れ
つ
き
両
足
に
障
が
い
が
あ

り
ク
ラ
ッ
チ（
杖
）を
使
用
し
な
け
れ
ば
歩

け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、小
学
校
の
時
は
養
護
学
校
に

通
っ
た
け
れ
ど
、中
学
、高
校
は
周
囲
の
支

援
も
あ
り
自
分
の
希
望
し
て
い
た
普
通
校

に
通
う
事
が
で
き
ま
し
た
。け
れ
ど
養
護
学

校
で
は
な
か
っ
た
つ
ら
い
事
が
沢た

く
さ
ん山
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は
、障
が
い
の
あ
る
人
と
の
接

し
方
が
わ
か
ら
な
い
の
か
す
ご
く
冷
た
い

目
で
見
ら
れ
た
り
、障
が
い
が
あ
る
の
を
わ

か
っ
て
い
て
ム
リ
な
事
を
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
に
言
っ
て
く
る
人
が
何
人
か
い
ま
し
た
。

　

私
は
、い
つ
も
思
い
ま
す
。も
し
、自
分
が

身
体
に
障
が
い
が
あ
り
そ
ん
な
イ
ヤ
な
事

を
言
わ
れ
た
ら
ど
う
思
う
か
自
分
の
立
場

で
考
え
て
み
た
ら
と
。

　

で
も
中
に
は
、す
ご
く
理
解
の
あ
る
人

達た
ち

も
い
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

先
日
、新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
私
と
同
じ
よ

う
な
障
が
い
の
あ
る
奈
良
県
の
女
子
中
学

生
が
、小
学
校
は
車
イ
ス
に
の
っ
て
い
て
も

周
囲
の
助
け
が
あ
っ
て
普
通
小
学
校
に
通

え
た
の
に
、中
学
校
は
支
援
す
る
人
が
い

な
い
、移
動
な
ど
が
大
変
だ
か
ら
入
学
で

き
な
い
事
を
耳
に
し
ま
し
た
。最
終
的

に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
み
た
い
で
良

か
っ
た
け
れ
ど
、法
律
的
に
は
、障
が
い

が
あ
る
か
ら
普
通
中
学
、高
校
に
通
っ

て
は
ダ
メ
と
い
う
の
は
な
い
の
で
も
っ

と
障
が
い
者
に
ど
う
対
応
す
る
か
前

向
き
に
考
え
入
学
で
き
る
よ
う
に
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
生
き

て
い
る
限
り
同
じ
人
間
な
の
で
、一
緒

の
学
校
に
入
学
で
き
る
と
い
う
の
は
当

た
り
前
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
校
に
障
が
い
者
が
一
人
で
も

い
る
と
健
常
者
は
、障
が
い
に
対
し
て
の

理
解
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。今
ま
で

は
、障
が
い
者
を
見
て
変
な
人
が
お
ら

は
る
と
か
思
っ
て
い
た
人
も
た
ぶ
ん
日

常
生
活
の
中
で
障
が
い
者
と
接
し
て
い

る
と
街
に
出
歩
い
た
時
に
、障
が
い
者
の

見
方
が
変
わ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
私

た
ち
も
健
常
者
の
人
た
ち
に
障
が
い
が

あ
る
か
ら
で
き
な
い
ん
だ
と
思
わ
せ
る

の
で
は
な
く
、身
体
に
ハ
ン
デ
が
あ
る

か
ら
こ
そ
健
常
者
に
は
で
き
な
い
事
が

沢
山
あ
る
ん
だ
と
い
う
事
を
教
え
て
あ

げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、お
互
い
理
解
し
あ
え

る
と
思
う
の
で
す
。

　

私
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、も
っ
と

共に支えあえる社会づくりを目指して

体験作文
コンクール
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も
っ
と
福
祉
と
い
う
も
の
に
対
し
て
学
習
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。障
が
い
者
と
健
常
者

と
で
は
、同
じ
生
活
を
し
て
い
て
も
物
の
見

方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
街
の
中
を
歩
い
て
い
て
一
、二
セ

ン
チ
の
段
差
が
あ
り
ま
す
。普
通
の
人
な

ら
何
と
も
思
わ
ず
に
歩
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、障
が
い
者
は
そ
の
少
し
の
段
差
が

ハ
ー
ド
ル
と
な
る
の
で
す
。

　

他
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
私
は
、ど
れ
だ
け
街
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
健
常
者
の
人
た
ち
だ
け
で
考
え

る
の
で
は
な
く
て
障
が
い
者
の
声
を
も
っ
と

受
け
入
れ
一
緒
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、今
ま
で
い
っ
ぱ
い
両
親
や
先
生
、

友
達
か
ら
支
援
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と

う
と
い
う
思
い
で
す
。で
も
ハ
ン
デ
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
支
援
し
て
も
ら
っ
て
ば
か
り

で
は
い
け
な
い
と
思
う
。や
っ
ぱ
り
生
き
て

い
る
以
上
は
同
じ
人
間
だ
か
ら
。

　

私
の
夢
は
、何
年
先
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
福
祉
の
仕
事
で
今
ま
で
支
援
し

て
も
ら
っ
た
分
反
対
に
支
援
で
き
れ
ば
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
福
祉
の
仕
事
っ
て
い
う
の
は
健

常
者
が
先
頭
に
立
っ
て
や
る
よ
り
私
の
考

え
で
は
、障
が
い
が
あ
る
本
人
が
先
頭
に

立
っ
た
方
が
今
よ
り
ず
っ
と
よ
く
な
る
と
思

い
ま
す
。私
は
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
な
と

紙
に
書
き
綴つ

づ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
作
文
に
は
、自
分
自
身
の
体
験

を
通
じ
て「
障
害
が
あ
っ
て
も
同
じ
人
間

と
し
て
見
て
ほ
し
い
」と
の
思
い
を
込
め
ま

し
た
。作
文
を
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、

障
害
者
と
健
常
者
が
共
に
協
力
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
、

受
賞
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

【用語説明】ノーマライゼーション
障害のある人を特別視するのではなく、社会の中で普通の生活が送れるような条件を整えるべきであり、共に生きる社会こそ普通の社会であるという考え方。

夢
見
て
い
ま
す
。

　

私
の
伝
え
た
か
っ
た
事
は
、た
と
え
ハ
ン

デ
が
あ
っ
て
も
生
き
て
る
以
上
同
じ
人
間

だ
か
ら
差
別
す
る
の
で
は
な
く
健
常
者
と

同
じ
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
と
い
う
事
。

そ
れ
が
も
し
、難
し
い
の
で
あ
れ
ば
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
前
向
き
に
考
え
同
じ
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
と
い
う
事

と
私
た
ち
ハ
ン
デ
が
あ
る
方
も
ど
う
す
れ

ば
日
常
生
活
に
解
け
込
む
事
が
で
き
る
か

努
力
す
る
事
も
必
要
だ
と
い
う
事
を
常
に

思
っ
て
お
く
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
互
い
助
け
あ
い
の
心
を
大
切
に
生
活

し
ま
し
ょ
う
。

受
賞
し
た
感
想堀　

祐
輔
さ
ん

　

昨
年
度
の
佳
作
に
続
い
て
、今
年
度

は
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

昔
か
ら
書
く
の
が
好
き
で
、小
学
六

年
生
の
と
き
に
は「
自
分
の
生
い
立
ち

の
記

し
る
し
」と
題
し
て
、十
二
年
間
の
思
い

出
や
出
来
事
を
約
三
十
枚
の
原
稿
用



10

　

心
優
し
い

　

郵
便

　

配
達
員
さ
ん

大だ
い
と
う東　

啓け
い

子こ

（
本
庄
）　

　

父
は
私
の
こ
と
を「
カ
メ
」と
呼
ぶ
。そ
れ

は
不
器
用
な
父
の
愛
情
表
現
だ
。

　

私
は
重
度
の
障
害
者
。何
を
す
る
に
も

時
間
が
か
か
る
。と
こ
ろ
が
現
在
社
会
は
ス

ピ
ー
ド
時
代
。な
か
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
、携

帯
電
話
で
の
メ
ー
ル
が
大
流
行
。で
も
、私

は
し
て
い
な
い
。

「
メ
ー
ル
し
て
な
い
の
。な
ん
で
？
」

と
、み
ん
な
か
ら
聞
か
れ
る
が
、手
が
不
自

由
で
、そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
行
け
な
い
。

と
い
う
の
が
一
番
の
理
由
だ
が
、そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。絵
文
字
な
ど
使
わ
ず
に
、美
し
い

日
本
語
で
書
く
手
紙
が
好
き
な
の
だ
。美
し

い
便
せ
ん
や
可
愛
ら
し
い
便
せ
ん
に
思
い
を

込
め
て
書
き
、四
季
折
々
の
切
手
を
貼
っ
て

出
す
。そ
ん
な
手
紙
が
私
は
大
好
き
だ
。

　

年
賀
状
も
文
面
は
お
一
人
お
一
人
に
心

を
込
め
て
、二
百
枚
弱
書
く
。で
も
、暑
中

見
舞
い
は
暑
い
時
期
な
の
で
、い
た
だ
い
た

方
に
し
か
書
く
元
気
が
な
い
。そ
れ
で
も

三
十
枚
く
ら
い
は
出
す
。夏
が
近
く
な
る
と
、

「
よ
ー
し
、頑
張
る
ぞ
！
」と
、自
分
に
言
い

聞
か
せ
る
。

　

そ
ん
な
五
月
半
ば
の
午
後
の
こ
と
。「
ピ

ン
ポ
ン
〜
」と
、チ
ャ
イ
ム
の
音
。そ
の
時
、

私
は
ト
イ
レ
に
い
た
。「
ハ
ー
イ
」と
返
事
は

し
た
も
の
の
、早
く
出
な
け
れ
ば
と
思
う

ほ
ど
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

二
〜
三
分
し
て「
も
う
帰
っ
て
し
ま
わ
れ

た
だ
ろ
う
な
あ
」と
思
い
な
が
ら
、や
っ
と

玄
関
へ
出
る
と
、郵
便
配
達
員
の
方
が
、

「
す
み
ま
せ
ん
。郵
便
局
で
す
け
ど
、い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」

と
、に
っ
こ
り
笑
っ
て
立
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
は
二
〜
三
分
も
待
た
せ

る
と
帰
っ
て
し
ま
わ
れ
る
。狭
い
家
な
の
に

私
は
玄
関
ま
で
行
く
の
に
時
間
が
か
か
っ

て
、急
い
で
急
い
で
行
っ
て
も
誰
も
お
ら
れ

な
い
時
が
よ
く
あ
る
。

「
長
く
お
待
た
せ
し
て
、す
み
ま
せ
ん
」と

謝
り
た
か
っ
た
が
、言
葉
も
言
え
ず
、申
し

訳
な
く
思
っ
た
。

「
あ
の
ー
。今
日
は
か
も
め
ー
る
の
葉は

が
き書
は

要
ら
な
い
か
と
思
っ
て
来
さ
せ
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
け
ど
、要
り
ま
せ
ん
か
」

と
言
っ
て
、見
本
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ

て
下
さ
っ
た
。発
売
さ
れ
た
ら
夫
か
父
に
買

い
に
行
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
い
た
か
ら
、

迷
わ
ず「
こ
れ
！
」と
、無
地
の
葉
書
を
指

で
示
す
と
、郵
便
配
達
員
さ
ん
は
、「
無
地

で
い
い
ん
で
す
か
？
」

と
不
思
議
そ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
、「
ハ
イ
」

と
応
え
る
と
、

「
分
か
り
ま
し
た
。来
月
の
初
め
に
は
来
ま

す
の
で
持
っ
て
来
ま
す
」と
言
い
残
し
て
、

帰
ら
れ
た
。

　

私
は
嬉う

れ

し
く
な
っ
た
。私
の
よ
う
な
重
度

の
障
害
者
が
一
人
で
い
る
時
に
は
、売
買
契

約
を
し
て
下
さ
る
人
は
少
な
い
。そ
こ
で
私

は「
持
っ
て
来
ら
れ
た
ら
、す
ぐ
渡
せ
る
よ

う
に
」と
葉
書
の
代
金
一
五
〇
〇
円
を
袋
に

入
れ
て
、玄
関
に
置
い
て
お
い
た
。

　

無
地
の
葉
書
を
選
ん
だ
理
由
は
、私
は

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
暑
中
見
舞
い

を
書
く
か
ら
で
あ
る
。色
々
と
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
な
が
ら
、持
っ
て
来
て
下
さ
る
日
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
数
日
し
て
、

「
あ
ん
た
、暑
中
見
舞
い
の
葉
書
、自
分
で

注
文
が
出
来
た
ん
か
」と
母
か
ら
電
話
。私

は
実
家
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、郵
便

配
達
員
さ
ん
は
気
を
利
か
し
て
、実
家
へ
行

か
れ
た
の
だ
。結
局
、代
金
は
母
が
払
っ
て

く
れ
て
、葉
書
は
私
の
元
に
届
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、そ
の
郵
便
配
達

員
さ
ん
か
ら
か
も
め
ー
る
が
届
い
た
。「
最

近
は
年
始
の
挨あ

い
さ
つ拶
も
メ
ー
ル
で
と
い
う
人

が
多
く
な
り
、手
紙
を
出
す
人
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、『
手
紙
が
好
き
』と
言
っ
て

も
ら
え
た
ら
仕
事
に
も
や
り
甲が

い斐
が
出
ま

す
。頑
張
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」と
書
い
て
あ
っ
た
。そ
ん
な
葉

書
を
も
ら
っ
て
嬉
し
く
な
っ
た
私
は
、

そ
の
郵
便
配
達
員
さ
ん
に
前
々
か
ら

抱
え
て
い
た
悩
み
を
聞
い
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
た
。

　

私
は
手
紙
を
書
い
て
も
出
し
に
行

け
な
い
の
だ
。夫
に
頼
む
か
、近
く
に

い
る
父
に
頼
む
し
か
な
か
っ
た
。で
も

夫
の
通
勤
路
に
は
ポ
ス
ト
は
な
く
、わ

ざ
わ
ざ
遠
回
り
し
て
く
れ
る
。父
に
も

私
の
都
合
で
は
な
か
な
か
頼
め
な
い
。

そ
こ
で「
何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
、葉
書
を
書
い
た
。

　

郵
政
が
民
営
化
さ
れ
た
の
で
、無
理

か
な
あ
と
思
い
な
が
ら
返
事
を
待
っ

た
。

　

数
日
後
の
こ
と
、郵
便
配
達
員
さ
ん

が
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に『
郵
便
配
達
員

さ
ん
、差
し
出
し
た
い
郵
便
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
願
い
し
ま
す
』と
大
き
な

文
字
で
書
い
た
表
紙
を
つ
け
、持
っ
て

来
て
下
さ
り
、「
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
手
紙

を
入
れ
て
、家
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
、表

紙
を
出
し
て
お
い
て
も
ら
っ
た
ら
、郵

便
配
達
に
来
た
時
に
持
っ
て
帰
り
ま

す
の
で
」

と
言
っ
て
下
さ
っ
た
。私
は
嬉
し
く
て

涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。

　

き
っ
と
色
々
と
規
則
も
あ
り「
そ
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ん
な
こ
と
し
な
く
て
い
い
」と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
に
、と
思
う
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

そ
れ
ま
で
季
節
外
れ
の
手
紙
に
な
ら
な

い
よ
う
に
と
、出
し
に
行
っ
て
も
ら
え
る
時

を
考
え
て
書
い
て
い
た
手
紙
も
、書
け
る

時
に
書
い
て
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。私
に

と
っ
て
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
。だ
か

ら
、郵
便
配
達
員
さ
ん
が
私
の
手
紙
を
持
っ

て
帰
っ
て
下
さ
る
度
に
、家
の
中
で
手
を
合

わ
せ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、そ
の
郵
便
集
配
セ
ン
タ
ー
に

は
、小
包
な
ど
を
配
達
し
て
下
さ
る
女
性

の
方
が
お
ら
れ
る
。こ
の
方
も
本
当
に
優
し

い
。私
は
車
椅い

す子
な
の
で
、少
し
大
き
い
荷

物
は
持
ち
に
く
い
。そ
ん
な
時
は
居
間
ま
で

運
ん
で
下
さ
り
、手
の
不
自
由
な
私
の
た
め

に「
開
け
ま
し
ょ
か
」と
言
っ
て
、開
け
て
下

さ
り
、誕
生
日
の
贈
り
物
な
ど
の
時
は
一
緒

に
喜
ん
で
下
さ
る
。

　

私
は
、こ
の
よ
う
な
方
々
に
支
え
て
も
ら
っ

て
、生
き
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
。

　

体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、体
の

あ
ち
こ
ち
が
痛
く
、辛
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

る
。こ
れ
か
ら
先
、こ
の
状
態
は
悪
く
な
る
一

方
だ
ろ
う
が
、優
し
く
、理
解
し
て
下
さ
る

方
々
に
出
会
え
る
と
、本
当
に
心
か
ら「
生

き
て
い
て
良
か
っ
た
」と
思
う
。

　

そ
の
よ
う
な
方
々
に
多
く
出
会
え
る
こ

と
を
信
じ
て
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
！

 
受
賞
し
た
感
想

大
東　

啓
子
さ
ん

　　

書
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
わ
た
し
に

と
っ
て
、作
文
で
賞
を
い
た
だ
け
る
こ

と
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

郵
便
配
達
員
さ
ん
も
作
文
を
読
ん

で
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、温
か
み
の
あ
る

手
書
き
の
葉
書
で
受
賞
の
お
祝
い
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
、こ
れ

ま
で
に
京
都
府
の
最
優
秀
賞
や
優
秀

賞
、佳
作
を
は
じ
め
、内
閣
府
の
総
理

大
臣
賞
と
佳
作
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、ま
だ
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
内
閣
府
の
優
秀
賞
が
受
賞

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

共に支えあえる社会づくりを目指して

体験作文コンクール



本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
長
が

感
謝
状
を
贈
呈

献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熊
谷
じ
ゅ
ん
子
さ
ん
が
受
賞

　

こ
の
ほ
ど
、献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
熊く

ま

谷が
え

じ
ゅ
ん
子
さ
ん

（
実
勢
）に
、日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支

部
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
さ
ん
は
、
平

成
十
一
年
九
月
に
献
血

（
個
人
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
し
、町
内
の

献
血
会
場
で
受
付
事
務

や
協
力
へ
の
呼
び
か
け

活
動
な
ど
を
実
施
。今

回
、多
年
に
わ
た
り
赤

十
字
活
動
に
貢
献
さ
れ

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

　

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が

一
月
十
三
日
、役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
、

新
任
の
山や

ま

内う
ち

津つ

八や

子こ

さ
ん（
粟
野
）に
法

務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。委
員
の
任
期
は
、本
年
一
月
一
日
か

ら
三
年
間
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
同
委
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
き
た
西に

し

山や
ま

園そ
の

子こ

さ
ん（
猪
鼻
）に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

能
満
神
社
で
放
水
訓
練

　

一
月
二
十
四
日
、文
化
財
防
火
デ
ー
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、上
野
地
内
に

あ
る
能
満
神
社
で
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、

町
消
防
団
丹
波
支
団
員
を
は
じ
め
、女
性

消
防
協
力
隊
員
や
地
元
住
民
、園
部
消
防

署
丹
波
出
張
所
の
署
員
ら
約
八
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、貴
重
な
文
化
遺
産

を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
、消
防

団
員
や
地
元
住
民
ら
が
参
加
し
て
、初
期

消
火
活
動
の
実
践
訓
練
な
ど
を
毎
年
実

施
。今
回
は
、府
登
録
文
化
財
で
あ
る
能

満
神
社
の
付
近
で
火
災
発
生
と
の
想
定
の

も
と
、地
元
住
民
ら
に
よ
る
消
防
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
初
期
消
火
訓
練
、消
防
署

員
や
消
防
団
員
に
よ
る
放
水
訓
練
な
ど

が
行
わ
れ
、実
践
さ
な
が
ら
の
緊
迫
し
た

雰
囲
気
の
中
、参
加
者
ら
は
一
生
懸
命
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

日人

地

日本赤十字社京都府支部長からの感謝状を受けた
熊谷さん

権
擁
護
を
目
指
し
た

活
動
を

域
ぐ
る
み
で

文
化
財
を
守
る
た
め
に

委嘱状を受けた山内さん（右から2人目）と感謝状を受けた西山さん（右
から3人目）（役場町長室・蒲生）

て
き
た
功
績
に
対
し
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、同
支
団
の
湊

み
な
と

嘉よ
し

秀ひ
で

支
団
長
が「
文
化
財
の
消
失
は
地
元
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
る
。訓
練
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
、火
災
時
に
は
迅
速

に
対
応
い
た
だ
く
と
と
も
に
、日
ご
ろ
か

ら
の
備
え
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
し
た
後
、寺て

ら

井い

行ゆ
き

雄お

教
育
長
が「
迅
速

か
つ
的
確
に
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、文

化
財
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
と
し
て
は

心
強
く
思
う
。文
化
財
を
守
り
、次
世
代
へ

引
き
継
ぐ
の
が
わ
た
し
た
ち
の
責
務
な
の

で
、無
火
災
を
目
指
し
て
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
お
礼
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、訓
練
前
に
は
、女
性
消
防
協
力

隊
員
ら
に
よ
る
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓

練
も
行
わ
れ
、非
常
時
へ
の
心
構
え
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

＊
文
化
財
防
火
デ
ー
…
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日

に
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂

で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、文
化
財
を
火
災
・

震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
り
、文
化
財
愛
護
思
想
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、同
日
を「
文
化
財
防
火

デ
ー
」と
し
て
制
定
。

放水訓練を行う消防団員と消防署員

備え付けの機器を使って初期消火訓練を行う地元住民
（能満神社・上野）
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も
つ
か
せ
ぬ

ラ
リ
ー
の
応
酬

京
丹
波
町
卓
球
大
会

　

第
四
回
京
丹
波
町
卓
球
大
会（
町
体
育

協
会
主
催
）が
一
月
二
十
四
日
、グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
み
ず
ほ
の
体
育
館
で
行
わ
れ
、出

場
選
手
ら
百
四
人（
十
七
チ
ー
ム
）が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、一
チ
ー
ム
五
人
で
構
成
す

る
チ
ー
ム
対
抗
で
行
わ
れ
、四
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
て
シ
ン
グ
ル
ス
五
試
合
の
勝
敗
結

果
で
順
位
を
決
定
。試
合
が
始
ま
る
と
、息

も
つ
か
せ
ぬ
ラ
リ
ー
の
応
酬
や
力
強
い
ス

マ
ッ
シ
ュ
な
ど
、白
熱
し
た
試
合
展
開
が
見

ら
れ
、会
場
内
に
は
見
守
る
観
客
ら
の
歓

声
や
応
援
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

な
お
、成
績（
優
勝
の
み
）は
次
の
と
お

り
。

Ａ
ゾ
ー
ン　

花
の
梅
田
会

Ｂ
ゾ
ー
ン　

実
勢　

Ｃ
ゾ
ー
ン　

蒲
生
野　

Ｄ
ゾ
ー
ン　

チ
ー
ム
エ
リ
ー
ト

き
ら
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
〇

　
「
き
ら
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
〇
」（
町
、

京
丹
波
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
、京

都
府
主
催
）が
一
月
十
六
日
、山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ
で
行
わ
れ
、約
百
三
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、性
別
や
世
代
を
問
わ

ず
、人
と
し
て
多
様
な
生
き
方
を
認
め
合

う「
男
女
共
同
参
画
社
会
」に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。

今
回
は
、大
正
琴
八
重
ざ
く
ら
が
澄
ん
だ

琴
の
音
色
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
後
、

和
知
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
が
長
老
ヶ
岳

を
舞
台
に
し
た
人
情
話「
長

ち
ょ
う

老ろ
う

越ご
え

節せ
つ

義ぎ

の

誉ほ
ま
れ
」を
上
演
し
、地
域
の
伝
統
芸
能
を
披

学
校
給
食
週
間

　
「
学
校
給
食
週
間（
一
月
二
十
四
日
｜

三
十
日
）」と
し
て
全
国
的
に
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
る
中
、本
町
で
は
一
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
、町
立
小
学
校

八
校
と
和
知
中
学
校
で
南
丹
地
域
の
食
材

を
使
っ
た
特
別
献
立
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

同
週
間
は
、毎
日
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
の
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
と
と
も
に
、食

べ
物
と
栄
養
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、健

全
な
食
生
活
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て

息

男地

露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、落
語
家
の
笑

し
ょ
う

福ふ
く

亭て
い

松し
ょ
う

枝し

さ
ん

が｢

共
同
参
画
で
△

さ
ん
か
くじ
ゃ
な
い
○ま

る

い
社
会｣

と
題
し
て
、家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
問
題

点
や
疑
問
点
な
ど
を
落
語
を

交
え
て
お
も
し
ろ
お
か
し
く
話

し
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

理
念
は
、女
性
が
社
会
へ
参
加

す
る
だ
け
で
は
な
く
、参
加
し

て
自
分
自
身
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
こ
と

を
理
解
し
、男
女
が
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」と
、参

加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、会
場
内
に
は
、今
年

度
に
開
催
し
た「
き
ら
り
セ
ミ

毎
年
実
施
。今
回
は
、地
産
地
消
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、「
ぼ
た
ん
鍋
」を
は
じ

め
、「
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
ご
飯
」や「
黒
豆
パ
ン
」、

「
丹
波
の
あ
っ
た
か
汁
」と
し
て
地
元
造
り

酒
屋
の
酒
か
す
を
使
っ
た
か
す
汁
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
、児
童
ら
は
地
元
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
給
食
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、同
週
間
中
は
、栄
養
指
導
や
給

食
で
使
わ
れ
た
食
材
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な

ど
、学
校
ご
と
に
特
色
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
、児
童
ら
は
こ
の
機
会
を

通
じ
て
食
生
活
に
つ
い
て
の
学
習
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

落語を交えて講演する笑福亭松枝さん
（山村開発センターみずほ・大朴）

女
共
同
参
画
社
会
へ
の

認
識
を
深
め
る
た
め
に

元
食
材
を
使
っ
た

特
別
献
立

ナ
ー
」の
ま
と
め
や
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
へ
の
啓
発
パ
ネ
ル
が
展

示
さ
れ
、男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
理
解

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

多くの人が見守る中で卓球を楽しむ参加者
（グリーンランドみずほ・大朴）

和気あいあいとした雰囲気の中で、ぼたん鍋を味わう児童
（下山小学校・下山）
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ん
だ
物
語
を

絵
で
表
現

お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

　

一
月
二
十
七
日
、「
お
話
を
絵
に
す
る
コ

ン
ク
ー
ル
」（
京
都
新
聞
社
主
催
）で
入
賞

し
た
片か
た

山や
ま

智ち

尋ひ
ろ

さ
ん（
和
知
小
・
六
年
）と

吉よ
し

田だ

実み

央お

さ
ん（
桧
山
小
・
三
年
）が
担
任

の
先
生
と
共
に
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、寺て
ら

井い

行ゆ
き

雄お

教
育
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
選
定
図
書
を

読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
絵
に
表
現
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
力

や
表
現
力
、
想
像
力
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
実
施
。今
回
、応
募
総
数

十
二
万
四
千
百
六
十
七
点
の
中
か
ら
、

意
新
た
に
成
人
と
し
て
の
一
歩
踏
み
出
す

京
丹
波
町
成
人
式

　

平
成
二
十
二
年
京
丹
波
町
成
人
式
が

一
月
十
日
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ

で
行
わ
れ
、新
成
人
百
六
十
五
人（
対
象

者
数
二
百
十
四
人
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、寺て
ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
が「
心
温
か

く
人
情
味
あ
ふ
れ
る
京
丹
波
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、社
会
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、周
り
の
人
々
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
た
後
、阿あ

部べ

定
さ
だ
む

教

育
委
員
長
が
新
成
人
代
表
の
新し
ん

川か
わ

博ひ
ろ
し史

さ
ん（
下
山
）に
記
念
品
を
贈
呈
。続
い

読決

「
ゆ
ら
ぎ
の
詩し

の
物
語
」を
描
い
た
片
山

さ
ん
が
京
都
府
教
育
長
賞
、｢

か
わ
い
い
こ

と
り
さ
ん｣

を
描
い
た
吉
田
さ
ん
が
京
都

府
町
村
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、片
山
さ
ん
が「
一
番
印
象

に
残
っ
た
海
の
場
面
を
、空
と
海
の
青
色
が

混
じ
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
と
と
も
に
、

小
さ
な
魚
を
て
い
ね
い
に
描
き
ま
し
た
。こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
で
き
て
う
れ

し
い
」と
話
し
、吉
田
さ
ん
は「
マ
ド
レ
ー
ヌ

さ
ん
が
歌
っ
て
小
鳥
を
呼
ぶ
楽
し
そ
う
な

場
面
を
、小
鳥
の
様
子
を
細
か
く
き
ち
ん

と
描
き
ま
し
た
。受
賞
の
連
絡
を
受
け
た

と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、受
賞
で
き

て
う
れ
し
い
」と
、そ
れ
ぞ
れ
絵
に
込
め
た

思
い
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

て
、大お
お

西に
し

神か
ん

奈な

さ
ん（
質
美
）が「
多
く
の
人

と
の
出
会
い
と
、自
分
が
信
じ
た
道
へ
と
進

む
強
い
心
を
大
切
に
し
、い
つ
ま
で
も
素
直

で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
人
間
で
あ
り
続
け

る
と
と
も
に
、誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
成
人

に
な
り
ま
す
」と
、新
成
人
を
代
表
し
て
力

強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

京
丹
波
町
子
ど
も
合
唱
団
や
瑞
穂
鼓
太

鼓
に
よ
る
演
奏
な
ど
が
華
を
添
え
、恩
師

や
保
護
者
ら
を
は
じ
め
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
で
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

京都府教育長賞を受賞した
片山さんの作品

京都府町村会長賞を受賞した
吉田さんの作品

受賞した片山さん（左から2人目）と吉田さん（左から3人目）（和知支所・本庄）力強く誓いの言葉を述べる大西さん（山村開発センターみずほ・大朴）

アトラクションを見つめる新成人
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わたしたちの町

人　口
16,916（－26）

男
8,005（－12）

女
8,911（－14）
世帯数

6,489（－4）
2月1日現在／（　）は前月比

火
防
災
へ
の
誓
い

新
た
に

京
丹
波
町
消
防
団
出
初
式

　

平
成
二
十
二
年
京
丹
波
町
消
防
団
出

初
式
が
一
月
十
日
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み

ず
ほ
で
開
催
さ
れ
、消
防
団
員
や
園
部
消

防
署
員
ら
約
六
百
七
十
人
が
出
動
し
ま

し
た
。

　

式
は
、団
員
ら
が
隊
列
を
組
ん
だ
分
列

行
進
で
始
ま
り
、寺て
ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
が「
局

地
的
集
中
豪
雨
や
大
規
模
地
震
な
ど
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
全
国
的
に
発
生
す

る
中
、地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
の
責
務

は
極
め
て
重
要
で
多
様
化
し
て
い
る
。訓

練
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
技
能
や
経
験
を

生
か
し
、今
後
よ
り
一
層
、災
害
な
ど
か

ら
町
民
を
守
る
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」と
式
辞
を
述
べ
た
後
、閲
団
や
京
都

府
知
事
代
理
の
山や
ま

田だ

清き
よ

司し

職
員
長
ら
か

ら
の
来
賓
祝
辞
、定
例
表
彰
・
伝
達
式
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、閉
式
に
あ
た
り
、森も
り

良よ
し

行ゆ
き

団
長
は

「
町
消
防
団
が
発
足
し
て
か
ら
約
四
年

間
、組
織
の
再
編
や
装
備
の
充
実
を
図
る

な
ど
、町
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の

礎い
し
ず
えを
築
い
て
き
た
。今
後
は
、消
防
団
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応

で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
、消
防
団
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、表
彰
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

防

▼
松
下 

勇
▼
堀 

勝
彦
▼
正
田
哲
也

▼
白
波
瀬
孝
司
▼
片
山 

剛

▼
西
村
祐
二

■
京
丹
波
町
消
防
団
長
表
彰

丹
波
支
団
／
山
西
義
幸
▼
山
根
寿
夫

瑞
穂
支
団
／
土
佐
文
人
▼
田
中
広
規

▼
藤
原 

功
▼
上
西
貴
幸
▼
塩
田
智
之

▼
上
田
浩
平
▼
熊
原
隆
行
▼
山
下
富
生

▼
山
田
喜
彦
▼
田
中
勝
人
▼
田
渕
智
久

▼
岩
嵜
秀
司
▼
大
西
正
浩
▼
正
田
智
久

和
知
支
団
／
尾
池
貴
宏
▼
片
山 

勉

▼
十
倉
利
公

森団長の案内により閲団
する寺尾町長ら関係者

分列行進をする団員
（グリーンランドみずほ・大朴）

■
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
／
大
田
有
次（
分
団
長
）

▼
中
野 

守（
同
）

勤
功
章
／
片
山
英
夫（
分
団
長
）

▼
坂
本
信
幸（
同
）▼
橋
本
秀
樹（
同
）

精
績
章
／
山
根
一
明（
分
団
長
）

▼
松
山
征
義（
同
）▼
稲
葉
真
一（
同
）

▼
堀 

敬
之（
副
分
団
長
）

▼
上
田
真
二（
同
）

精
勤
章
／
田
中
晋
雄（
副
分
団
長
）

▼
宇
野
浩
史（
同
）▼
林 

淳（
同
）　　

■
京
丹
波
町
長
二
十
年
勤
続
表
彰

副
団
長
／
真
野
勝
也

丹
波
支
団
／
中
野 

守
▼
谷
口
清
一

▼
田
端
卓
史
▼
林 

寿
雄
▼
中
井
伸
幸

▼
山
﨑 

剛
▼
村
山 

功
▼
山
下
公
志

▼
竹
内 

健
▼
山
﨑
明
彦
▼
山
田
正
雄

▼
森
田 

茂
▼
山
内
和
秋
▼
藤
田
房
之

▼
片
山
文
樹
▼
大
西
弘
志

瑞
穂
支
団
／
松
村 

悟
▼
隅
田
光
郎

▼
上
原
輝
也
▼
井
上 

勉
▼
髙
橋
善
心

▼
細
川
智
則
▼
軽
尾 

豊
▼
山
内
和
浩

和
知
支
団
／
広
瀬
正
明
▼
藤
井
利
幸

▼
山
内
良
典
▼
野
谷
秀
一
▼
越
川 

潔

▼
竹
内
俊
行
▼
三
嶋
昭
彦

▼
梅
原
信
明

■
京
丹
波
町
長
表
彰

丹
波
支
団
／
安
井
信
治
▼
村
山
禎
浩

▼
井
上
起
志
夫

瑞
穂
支
団
／
石
田
信
彦
▼
西
垣
康
人

和
知
支
団
／
藤
井
繁
徳
▼
山
内
善
史
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冬といえば「雪」。子どものこ
ろは雪が降るのを楽しみに
していましたが、最近は雪が
降ると雪かきの心配をする

ようになり、季節感よりも現実感が先に頭
をよぎるようになりました。雪かきも、最初
は「いい運動になるわ」と思えるのですが、
降り続くと「またせなあかんわ」に気持ち
が変わり、晴れた日が続いて雪がなくなる
と「なんや放っといたらよかった」と、何と
もいえない無気力感が残ってしまうのが難
点。今年は積雪量が少なく、1月末になって
も雪かきをせずに過ごしていますが、うれ
しい反面、何か物足りなさが。多くは要ら
ないけれど、少しは雪が積もって欲しいと
思うのは編集子だけでしょうか。（Ｋ）

編集
後記

第4回

■作り方
①干しシイタケと干しえびはそれぞれぬるま湯につけて
戻す。
②大根とニンジンは皮をむいてから一口大の乱切り、土
ショウガは千切り、干しシイタケは一口大の削ぎ切り
にする。また、サトイモは皮をむいて一口大に切って
から軽くゆでる。
③ブロッコリーは小房に分け、さっとゆでてから常温で
冷ます。
④大根、ニンジン、土ショウガを軽く炒め、中華スープの
素、水、①の食材と戻し汁（200cc）を入れて煮立たせ
た後、弱火で5～6分煮る。
⑤みりんとしょうゆで味付けをした後、サトイモを加えて
やわらかくなるまで煮る。
⑥ブロッコリーを入れて少し煮た後、器に盛り付ける。

　

今
回
は
根
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
で

す
。サ
ト
イ
モ
、大
根
、ニ
ン
ジ
ン
は
、胃
腸
の

調
子
を
整
え
、便
秘
解
消
に
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、干
し
シ
イ
タ
ケ
や
干
し
え
び
、干
し

貝
柱
、ベ
ー
コ
ン
、か
つ
お
ぶ
し
、昆
布
な
ど

の
旨
味
素
材
を
う
ま
く
利
用
す
る
と
、食
材

か
ら
の
旨
味
成
分
で
料
理
に
コ
ク
が
で
る
た

め
、薄
味
で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
や
十
分
な
休
息
な
ど
、食
事

以
外
の
生
活
習
慣
も
整
え
て
、元
気
に
冬
を

の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

〈
次
回
は
五
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
〉

今回の
料    理「
サ
ト
イ
モ
と
大
根
の

  

中
華
風
煮
物
」

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

食生活改善推進員協議会

庶務　山内 よう子さん
（粟野）

■栄養価（1人分）

エネルギー

94kcal

たんぱく質

3.2g

脂質

10mg

カルシウム

173mg

食物繊維

4.0g

塩分

0.8g

1日に必要な野菜の量
は300～350g。このメ
ニューでは140gの野
菜が取れます。

【材料（2人分）】
◆サトイモ………… 120g
◆大根……………… 100g
◆ニンジン…………… 30g
◆干しシイタケ… 2枚（4g）

◆ブロッコリー………… 30g
　（さやいんげんでもよい）

◆干しえび… 大さじ1/2（4g）
◆土ショウガ…………… 少々

＜調味料＞
◇油………… 小さじ1
◇みりん…… 小さじ2
◇しょうゆ
 …小さじ1と1/3（8g）

◇中華スープの素
 …小さじ1/6（0.6g） 
◇水………… 200cc
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新
た
な
門
出
を
祝
し
て




